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ウフルについて
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会社概要
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株式会社ウフル
Uhuru Corporation

社名 役員
代表取締役社長CEO 園田 崇

取締役副社長COO 桑田修吉

取締役 小堀貴生

取締役CSO 田中正道

取締役CFO 打田博紀

取締役(監査等委員)  木沢 裕一

取締役(監査等委員)  米 正剛

取締役(監査等委員) 阿部 友暁

取締役(監査等委員) 木村 忠昭

取締役(監査等委員) 出川章理

HP http://uhuru.co.jp/

2006年2月10日設立

1,190,977,500円
※2018年6月時点

資本金

役職員

三井物産株式会社

salesforce.com, Inc.

菱洋エレクトロ株式会社

日本電気株式会社

ソフトバンク株式会社

株式会社村田製作所

NECソリューションイノベータ株式会社

株式会社電通

主要株主

グループ企業 株式会社システムフォレスト
http://systemforest.com/

286名（グループ合計）
※2018年8月末時点

社員数

東京オフィス（本社）

〒105-0001

東京都港区虎ノ門4-3-13 ヒューリック神谷町ビル4F

TEL:03-6895-1520（代表） FAX:03-6895-1521

所在地

大阪オフィス

〒530-0005

大阪市北区中之島3-2-4

中之島フェスティバルタワー・ウエスト 7F
TEL:050-1746-8888(代表)

仙台オフィス

〒980-0021

宮城県仙台市青葉区中央4-10-3

仙台キャピタルタワー 2F 230号室
TEL:022-706-1100

札幌オフィス

〒060-0031

北海道札幌市中央区北１条東１丁目６番５

札幌イーストスクエア3F 3
TEL:011-777-1110

六本木オフィス＠WeWork

〒106-0032

東京都港区六本木1-4-5 アークヒルズサウスタワー16階



Copyright © 2018 Uhuru Corporation, All Right Reserved.

サービス領域
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お客様のIoTを活用した事業変革のために、

ビジネス面・技術面の双方からプランニン

グを支援します。

エッジデバイスからクラウドまで、

ニーズにマッチした最適でセキュアな

システムを構築します。

IoT時代のマーケティングオートメーション、
位置情報プラットフォームやDMPを用い、
デジタルマーケティングを支援します。また、
消費者がSNS上で発する声などを収集し、
マーケティングや製品開発、炎上リスクの軽
減などに貢献します。

アートやテクノロジーから導き出した明確なコ

ンセプトをもとに、多岐にわたるクリエイティ

ブを制作しています。

データの収集・分析から分析結果に基

づく企画策定まで、データ活用のあら

ゆるフェーズのご要望にお応えします。

新規事業の参入や、事業の多角化など、あら

ゆる局面で、知財の有効活用を主軸としたイ

ノベーションを支援しています。
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アセットトラッキングソリューションのご紹介
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Case 1: 子どもの見守りサービス
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回線/プラットフォーム
セルラー LPWA
(LTE Cat.M1/NB-IoT)

デバイス管理
Pelion IoT Platform 

Device Management

(Mbed Cloud)

アプリ/データフロー
Uhuru enebular

• 共同事業開発パートナー: 国内某石油販売会社およびその太陽電池子会社

• 課題: a) 共働き家庭では、両親と子どものコミュニケーションが希薄化している b) しばしば、深刻な誘拐事件が発生

している。

• ソリューション: セルラーLPWAを活用し、子どもが持ち歩くことのできる、コミュニケーション/位置情報デバイスを提供。
デバイスは防犯ブザーとしても機能。 太陽電池の利用によりバッテリ充電が不要。
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Case 2: 冷蔵/冷凍コンテナにおける生鮮食品のモニタリング
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• 共同事業開発パートナー: スパークプラグメーカー（セラミック技術を有する）

• 課題：海上輸送における生鮮食品の熟成度合いを制御する必要性

• ソリューション：セラミック技術を使った新しい鮮度管理センサーの開発。セルラーLPWAを使用するこ

とで長時間稼働する。

GPS/GNSS
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Case 3: パレットトラッキング
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• 共同事業開発パートナー: サードパーティー物流(3PL)会社

• 課題: a) 毎年数10％のパレットの紛失 b) 顧客が自身が出荷した商品の状態を把握できない

• ソリューション: a) 紛失したパレットの発見 b) パレットトラッキングモジュールからコンシューマー製品や

食品業界の顧客にデータを販売
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Common Asset Tracking Platform
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ウフルでは、アセットトラッキングシステムのプラットフォーム化を進めており、いくつかの事業パートナーと共同で
の開発を行っている。
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セルラーLPWA、電子ペーパー、太陽電池を使用することにより、無充電
で稼働し続けられることが特徴。

概要および特徴
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諸元 仕様

サイズ 96mm×145mm×20mm(突起部含まず)

重量 未定

ディスプレイ 2.9’’ e-Paper Display

通信モジュール Quectel BG96

通信回線 SoftBank LTE Cat.M1/NB1

通信アンテナ 内蔵

通話機能 なし

諸元 仕様

GPS 対応（AGPS対応は未定）

GPSアンテナ 内蔵

バッテリー Lithium-ion Rechargeable Battery 750mAh

太陽電池 CIS系太陽電池搭載

対環境性 防水が必要な場合は別筐体を要選定

PoC用端末ハードウェア目標仕様*1

*1: 目標仕様は予告なく変更されることがあります。

電子ペーパー

太陽電池
裏面、筐体の外に張り付け
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システム構成
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GPSトラッカー

基板は共通ですが、
御社向けに筐体及び
ファームウェアをカ
スタマイズいたしま
す。

プラットフォーム

データ保管、デバイ
ス管理、ID管理、可
視化ビューなどの共
通機能を提供します。
SoftBank IoT PFを
内包します。

Icons made by monkik from www.flaticon.com is licensed by CC 3.0 BY

アプリケーション

アプリケーションは、
要件に応じて新規開
発となります。

ウフルのアセットトラッキングソリューションは、GPSトラッカー、プ
ラットフォーム、アプリケーションの三つから構成される。

https://www.flaticon.com/authors/monkik
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要素技術：セルラーLPWA：特徴
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セルラーLPWA(LTE Cat.M1/NB-IoT)は、キャリアグレードの通信品質及び広いカバレッジ
を持ちながら、低消費電力でバッテリでの駆動が可能な新しい通信方式。
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2G/3G
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LPWA

ライセンスバンド
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アンライセンスバン

ド

SIGFOX

LoRaWAN

カバレッジ
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(将来はグ
ローバル)
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一部

自営

通信品質
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不可
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要素技術：セルラーLPWA：費用
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セルラーLPWAは、既存のセルラー通信方式と比べ、安価で利用可能なことも特徴の一つ。
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要素技術：セルラーLPWA：シェア
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今後、セルラーLPWAが急成長し2022年にはNB-IoTがシェア50％近くになると見込まれ
ている。2017年まではLoRaの出荷台数が最も多かったが、2018年からセルラーLPWAが本
格化し始め、2019年にはLoRaを含めたノンセルラー方式を上回ると見込まれている。

http://businessnetwork.jp/Detail/tabid/65/artid/5940/Default.aspx
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IoTデータ利活用について
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IoTデータの特徴：デジタルツイン
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IoTデータはセンサーデータに代表されるように「実世界の事象に関するデータ」と言える。IoT
データをデジタル空間で利活用してシミュレーションやテストを繰り返し、実世界を最適化しよう
とする狙いがある。

実世界 デジタル空間

センサー

アクチュエーター

データ

最適化
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実世界 デジタル空間

家

自動車

IoTデータの特徴：データエクスチェンジ

18

IoTデータは「実世界の事象に関するデータ」なので、特定の範囲に閉じた最適化に留まらず、
他領域と事象データを統合することで広範囲な最適化を可能にする。具体的にはスマートシ
ティなどでデータエクスチェンジが発展する。

センサー

アクチュエーター

データ

最適化

工場

オフィス
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IoTデータ利活用の課題：データのオーナーシップ
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IoTデータの所有者問題。特定の範囲に閉じられたデータであれば問題にならないが、監視カ
メラやドライブレコーダーなど公共の事象を捕らえざるを得ないデバイスが取得した対象物
（人）情報は誰のものか？

実世界 デジタル空間

家

自動車

センサー

アクチュエーター

データ

最適化

工場

オフィス

IoTデバイスが取得した第三者に関する情報の
所有者は誰か？
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IoTデータ利活用の課題：データの信頼性
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IoTデータを利活用して実世界を最適化するということは「取得されるIoTデータによって実世
界がコントロールされる」と言い換えられる。実世界がデジタルツインに依存すればするほど取得
されるデータの信頼性が課題になる。

実世界 デジタル空間

家

自動車

センサー

アクチュエーター

データ

最適化

工場

オフィス

IoTデバイスが取得した第三者に関する情報の
所有者は誰か？

IoTデバイスが取得する情報は実世界で起き
ている事実か？
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分散型台帳技術とIoT：分散型台帳によるIoTデータの改竄防止
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分散型台帳技術の特徴の1つである改竄耐性は、真偽に関わらずIoTデバイスが取得した
データを修正・削除できない状態で記帳する公開台帳として最適。ただし「分散型台帳に記
録されたデータ=事実ではない」これは分散型台帳技術側の課題であり、逆にIoTはその課題
を解決する1つのソリューションでもある。

分散型台帳

データ

データ
データ

そもそも記帳される
データは真実なの
か？どこまで信憑性
があるのか？その根
拠はなにか？

いくら分散型台帳が改
竄できないと言っても
記帳されるデータがデ
タラメだと意味がない
のではないか？
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分散型台帳技術とIoT：実世界の事象を事実認定する実験
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分散型台帳技術を使った「予測市場」と「分散型台帳の外のデータを分散型台帳内に提供
する技術」という2つの実証実験によって、分散型台帳同士が実世界の事実認定を担保し合
う社会実験が進んでいる。これも一種のデータエクスチェンジである。

分散型台帳C分散型台帳G

分散型台帳F

分散型台帳E

分散型台帳A分散型台帳D

分散型台帳B

認定

認定

認定

認定
認定

認定
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分散型台帳技術とIoT：パーソナルデータストアの可能性
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パブリックな分散型台帳を公共の台帳として活用することで、パーソナルデータストアとして運用
でき、特定のベンダーや個人が第三者の情報を保持する必要性を低減させる可能性がある。

・決済
・入退出
・ログイン

行動履歴
分散型台帳

処理フロー

①ユーザが顔画像分散型台帳に顔画像を記帳する

②カメラが撮像した顔画像を解析して特徴量を抽
出する

③カメラが誰の特徴量なのかを顔画像分散型台帳
を参照して判定する

④カメラが撮像されたユーザIDと位置情報と時
間情報を行動履歴分散型台帳へ記帳する

⑤ユーザが決済・入退出・ログインする際に行動
履歴分散型台帳から行動履歴データを参照する

経
路

特許出願中

顔画像
分散型台帳
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分散型台帳技術とIoT：人や組織の介在による信頼性低下
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デジタルツインのプロセスに人や組織が介在すると、操作ミスや不正行為によってデータの信頼
性を低下させるリスクが高まる。正規のロジックで動作するIoTデバイスが記帳するデータの方が
信憑性が高い。

Edge

Gateway

Things, Devices, Sensors

Data Element Analysis

And Transformation 

Local Area Connectivity 

(Lola, Sigfox, etc.)

Wide Area Connectivity

Untrust

Trusted
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IoTデバイスの信頼性
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このように、データの信頼性を突き詰めると、分散型台帳に記帳するIoTデバイスの信頼性に
帰結する。IoTデバイスが正規のロジック通り動作しているのか？常に監査できる状態や仕組
みが必要である。ウフルとenebularはその課題解決に向けて段階的に発展している。

テクノロ

ジーの壁

スケーラビリ

ティの壁

セキュリ

ティの壁

信頼性の壁
ハードウェア、ソフ
トウェアそれぞれの
開発文化の違い

IoTデバイスのフィジ
カルアタック等の新た
なセキュリティリスクIoTデバイス

のオンサイ
トメンテナ
ンスが必要

データ自体の
信頼性（透明
性の担保）
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メールによるお問合せは お電話によるお問合せは
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CTO 古城篤

kojo@uhuru.jp 03-6895-1520


